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全に陥ることを意味した。 
 第四章では、東地中海におけるイギリスの三拠点のなかで唯一残存したキプロスを巡
って、第四次中東戦争で運用上の欠陥が露呈し、同盟への貢献という同国の論理が画餅
に帰していく経緯を跡付けた。その後に開始された防衛見直しの検討作業では、キプロ
スへの軍事関与は脱植民地化の過程で発生した民族紛争の抑止という、全く別の論理で
正当化されるに至った。第五章では、そのキプロスで発生した危機によって「帝国の残
滓」と同盟の狭間にあるイギリスの政策が限界を露呈する様子を描いた。防衛見直しの
検討作業にも影響が及び、一旦はキプロスの英軍基地も放棄される方針が定められた。
しかし、アメリカをはじめ同盟国の強硬な反対によってキプロスからの撤退は実現しな
かった。ここにおいて、東地中海におけるイギリスの軍事関与は当初の目的を失い、防
衛見直しは僅かな軍事力を残存させるという中途半端な形で策定された。 
 結論では、本論の内容をまとめたうえで、当該期イギリスの東地中海における軍事関
与を巡る一連の政策が有した性格と意義を検討した。まず、1968 年にスエズ以東から
の撤退を決定した後も、イギリスはヨーロッパ域外からの完全かつ一方的な離脱という
選択肢を採用し得なかった。その背後には、将来的な再展開への希望的観測に加えて、
同盟に対する義務感の大きさ、対外軍事関与と同一視された国益の追求への肯定的評価
といった要因があった。 
 翻って、1975 年の防衛見直しをもってイギリスが対外軍事関与の縮小を企図したの
は、軍事的プレゼンスの維持による負担と国益の乖離が拡大するなかで、同盟への貢献
という論理に固執した政策の限界という側面が強かった。東地中海の三拠点について
も、地域秩序の変動に適応できないまま場当たり的な対応に終始したため、イギリスは
「帝国の残滓」の問題に苦しんだ。しかし、同盟内の立ち位置や現地勢力との関係を無
碍にすることもできない以上、対外軍事関与を巡るイギリスの難局は構造的要因が余り
にも大きかった。また、同盟やかつての勢力圏への「責任」や「義務」といった文言が
度々登場するなど、当該期イギリス政府内の当局者たちは、自国のなし得る世界への貢
献の在り方や西側同盟における役割を真剣に考え、それ故に上記の問題が生じた際には
有効に対応し得なかった。 
 当該期イギリスの経験は、帝国の歴史的遺産を巡っても「継続性」の議論と通底する
ものであり、同国は「帝国の残滓」という難題に苦悩しながらも限定的な対外軍事関与
を継続させていった。その一部は今なお存続し、現代世界における一定の軍事的・政治
的プレゼンスを維持するイギリスの世界的影響力の象徴となってきた。その意味では、
未だに「イギリス帝国は決して完全な終焉を迎えたわけではない」のである。 
 
